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神奈川臨調が県有施設の全廃・補助金の全面見直しを提言
財政危機の原因は、国と地方の税財政構造！県有施設の売却は一時しのぎ！

自治労県職労は県民サービスを担っている県職員としての誇りにかけて、県有施設・補助金の全廃を全力で阻止します
黒岩知事が設置した外部有識者会議の「神奈川臨調」は、5月26日に都内で第2回目の会合を開き、県有施設の全廃、補助金の全面見直しなどを提言しました。
神奈川臨調による主な提言の内容
（１）県有施設の全廃
　対象は、スポーツセンターや県立図書館など県民利用施設（107施設）、県税や保健福祉事務所、土木など出先機関（132施設）、ひばりが丘学園、さがみ緑風園など社会福祉施設（15施設）、県営住宅（222団地）。
　これを、①受益者負担、②独立採算、③指定管理者制度、④民間への売却の視点で検討し、全廃するよう求め、検討期間は黒岩知事の在任中の3年間としたものです。
（２）補助金の廃止
　神奈川新聞によれば、「バブル期の1988年以前に制度化された補助金や小額のケースは、「全廃を原則」とし、一時凍結したうえで、知事のビジョンに沿って新たな補助金制度をつくるべき」と結論された」としています。
委員は真面目に県民のことを考えたのか？
　増田座長は「基本は全廃。県は（維持管理に）関わらないという強い意志で望んでほしい」と総括した（神奈川新聞）そうですが、県有施設の維持管理費用と必要な施設の賃貸費用とを比較考量したのでしょうか？さらに県有財産の処分にどれだけの労力や経費、時間がかかるものなのか、理解したうえでの提言なのか大変疑問です。
　そして何よりも、財産は一度売ればそれで終わりです。中長期的な財政対策には全くなりません。
　また、合同庁舎や土木事務所は、災害時の拠点となるべき施設です。大規模災害時に、借上げ庁舎で十分な対応ができるのでしょうか。
　補助金については、「バブル以前から」「小額」補助金を全廃するという合理的根拠はどこにあるのでしょうか？
　必要性があるから長期間続いているのかもしれませんし、「小額」＝「必要ない」というのは、どのような発想から出てくるのでしょうか。

　現場の職員や施設を利用している県民、補助金を受けている団体等から十分話も聞かず、東京の会議室で書類だけを見て出した結論からは、公共サービスの視点や神奈川県民への思いは感じられません。

地方財政の危機の原因は国の税財政制度
　神奈川県だけでなく、地方自治体はどこも財政難にあえいでいますが、その原因は、①三位一体改革以降の地方交付税の大幅減額、②臨時財政対策債の増加、③バブル崩壊後の国からの大幅な公共投資の強要による財政の疲弊です。
　つまり、すべては適正な税財源移譲を行わない国に責任があります。特に、臨時財政対策債は、国が「あとで補填するから」との空約束で、交付税の不足分を借金させられ続けてきたものです。
　神奈川臨調の第1回目の会議の冒頭、黒岩知事はこの臨時財政対策債問題を提起していましたが、今回の提言では全く触れられていません。
　神奈川臨調の大物メンバーである石原信雄氏はキャリア官僚トップの官房副長官を勤めた人物であり、座長がこれも元キャリア官僚の増田寛也氏であることを考えれば、国のキャリア官僚の不利になるような税財源移譲に触れていないことは、ある意味で当然のことかもしれません。
　神奈川県は長洲県政以降、国のキャリア支配を跳ね除け、独自の行政を展開してきました。
　県の財政難の真の原因を隠蔽し、県民の貴重な財産を売り払い、必要性も精査しないまま補助金を廃止することは到底容認できるものではありません。
　私たち自治労県職労は、県行政を推進する県職員として、幅広く県民や議会、基礎自治体と連携して、この暴挙に対して徹底して闘います。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































